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受賞者代表 洞川中学校  更谷昴君の作品披露

全国豊かな海づくり大会　〜やまと〜
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　

皆
様
に
は
輝
か
し
い
新
年
を
お
迎
え
の
こ

と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
素
よ
り
、
本
村
行
政
に
格
別
の
ご
支
援

を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
あ
の
紀
伊
半
島
大
水
害
か
ら
早
３

年
が
経
過
い
た
し
ま
し
た
。
災
害
発
生
か
ら

今
日
ま
で
「
復
興
か
ら
さ
ら
な
る
発
展
」
を

合
言
葉
に
各
種
事
業
を
展
開
し
て
参
り
ま
し

た
。
途
中
幾
度
か
局
地
的
集
中
的
な
大
雨
に

見
舞
わ
れ
る
な
ど
作
業
が
難
航
す
る
場
面
も

あ
り
ま
し
た
が
、
国
や
県
を
は
じ
め
関
係
の

方
々
の
懸
命
な
努
力
に
よ
り
復
旧
工
事
は
着

実
に
進
ん
で
お
り
ま
す
。

　

今
回
の
災
害
で
日
々
の
備
え
を
痛
感
し
、

い
つ
何
時
起
こ
る
か
も
し
れ
な
い
災
害
に
備

え
た
防
災
対
策
に
つ
き
ま
し
て
積
極
的
に
取

組
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
ま
で
村
が

取
組
ん
で
き
た
災
害
へ
の
備
え
は
ど
う
だ
っ

た
の
か
、
実
態
に
即
し
て
い
た
の
か
、
災
害

を
経
験
し
た
者
と
し
て
防
災
計
画
を
は
じ
め

様
々
な
分
野
の
対
策
を
見
直
す
と
と
も
に
、

予
防
的
な
観
点
か
ら
風
害
に
備
え
た
防
災
間

伐
事
業
や
、
あ
の
時
区
民
の
皆
さ
ん
か
ら
聞

い
た
「
水
に
浸
か
っ
た
時
が
夜
だ
っ
た
ら
み

ん
な
死
ん
ど
っ
た
」
と
言
う
言
葉
を
受
け
て

停
電
に
な
っ
て
も
避
難
す
る
場
所
が
確
認
で

き
る
よ
う
各
地
区
の
避
難
所
周
辺
に
バ
ッ
テ

リ
ー
式
の
避
難
誘
導
防
犯
灯
を
設
置
い
た
し

ま
し
た
。
な
お
、
そ
の
他
の
防
犯
灯
に
つ
き

ま
し
て
は
地
区
に
対
す
る
補
助
制
度
を
制
定

し
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
進
め
ま
し
た
。
そ
し
て
、
年

明
け
か
ら
は
避
難
誘
導
看
板
設
置
や
西
部
地

区
防
災
ヘ
リ
ポ
ー
ト
整
備
工
事
に
も
着
手
す

る
予
定
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
他
、
各
大
字

に
お
じ
ゃ
ま
し
区
民
の
皆
様
と
と
も
に
避
難

訓
練
を
実
施
、
一
昨
年
整
備
し
た
備
蓄
倉
庫

の
点
検
や
発
電
機
な
ど
の
始
動
訓
練
、
非
常

食
の
試
食
な
ど
ま
さ
に
村
民
の
皆
様
と
協
働

で
防
災
に
取
り
組
ん
だ
一
年
で
し
た
。

　

年
が
明
け
ま
し
て
、
平
成
27
年
は
各
復
興

事
業
の
稔
り
の
年
と
捉
え
冷
水
災
害
復
旧
地

の
開
発
事
業
を
は
じ
め
、
観
光
や
林
業
な
ど

産
業
活
性
に
む
け
た
取
り
組
み
も
強
化
し
て

参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

今
年
は
ひ
つ
じ
年
で
ご
ざ
い
ま
す
。
古
来

よ
り
、
「
ひ
つ
じ
年
は
家
族
の
安
泰
を
示
し

い
つ
ま
で
も
平
和
に
暮
ら
す
」
と
申
し
ま

す
。
本
村
も
そ
れ
に
あ
や
か
り
ま
し
て
皆
様

が
心
健
や
か
に
暮
ら
せ
る
安
心
安
全
の
村
づ

く
り
に
向
け
邁
進
し
て
参
り
ま
す
の
で
皆
様

の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

終
わ
り
に
な
り
ま
し
た
が
、
皆
さ
ま
の
ご

健
康
と
ご
多
幸
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ

新
年
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　
　
　

平
成
27
年
１
月

　
　
　
　

天
川
村
長　

森　

本　

靖　

順

天 川 村 長
森　本　靖　順
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　天皇皇后両陛下の御臨席のもと11月16日
（日）第34回全国豊かな海づくり大会～やまと
～が、開催されました。本年度は“山は川を育
み、川は海を育む　～山・川・海の自然の恵み
を未来に～”を基本理念として、県民１人ひと
りが山・川・海の健全な水循環の大切さを認識
し、豊かな山・川を守り、育てていく気持ちを
次世代に伝える事を目指した大会として奈良県
が開催地となりました。

　奈良の魅力発信と奈良県ならではの心のこもった大会
の開催として、山や川の豊かな恵み、魅力ある歴史的資
源等が豊富に存在する南部地域に光を当て、その振興を
図るとともに、紀伊半島大水害からの復旧・復興につな
がるよう式典行事は大淀町、放流歓迎行事は川上村で実
施されました。
　大淀町あらかしホールで行われた式典行事では豊かな
海づくりのために功績のあった団体などの表彰、優秀作
文の発表、大会決議などが行われました。

　優秀作文表彰では、受賞者された方々を代表して
更谷昴くんが作品披露を行い、川の一滴が豊かな海
づくりにつながること、また自然環境を守り伝える
ことの大切さを訴えました。大勢の参加者、また、
天皇皇后両陛下の御前においての発表となりました
が、落ち着いた様子で、堂々と発表された姿は非常
に立派で万雷の拍手を得ました。
　両陛下は退席時に更谷昴くんに「自然の保全のた
めにしっかり勉強してくださいね。」とお言葉をお
掛けになられました。

第34回全国豊かな海づくり大会　〜やまと〜

優秀作文コンクール

小学校
低学年の部

天川小学校２年
堀口　涼愛　さん 近くの川で気づいたこと 大会会長賞

天川小学校３年
山田　ちずほ　さん きれいな天川の川 水産庁長官賞

中学生の部 洞川中学校３年
更谷　昴　　　くん アマゴはどんぐりから生まれる？ 大会会長賞

高校生の部 県立高田高校２年
更谷　ほたる　さん お魚のお兄ちゃんと私 大会会長賞

更谷 昴くん 天皇皇后両陛下の御前で受賞作文を発表
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　式典行事が終了後、両陛下は川上村おおたき龍神湖へと巡啓され、放流歓迎行事に御臨席されまし
た。歓迎行事は大峯山龍泉寺山伏によります法螺貝吹奏で幕を開け、引き続きカヌーによります水上
歓迎パレードでは、天川小学校５年生の山田ほのかさん、天川中学校２年生の松村壮透くんが参加し
ました。
　天皇皇后両陛下によります、アユ・アメノウオの放流が行われ、大会は終了いたしました。

　第34回全国豊かな海づくり大会　〜やまと〜　の式典行事では、豊かな海づくりのために功績の
あった団体等の表彰も行なわれました。
　各部門別に全国12の団体が表彰された中で、天川村漁業協同組合が農林水産大臣表彰を受けました。
　表彰は栽培漁業部門で、その功績としては、本県における近年の冷水病、カワウの食害、河川環境
の変化などの要因に加え、紀伊半島大水害の影響で、アユ、アマゴの遊漁者が減少傾向にある中で、
天川村漁協においては健全なアユ種苗放流、アマゴ産卵床造成・発眼卵放流、稚魚や成魚の放流を積
極的に行っており、また、遊漁者のニーズに対応したキャッチアンドリリース区間の設定や冬期のル
アー・フライフィッシングエリアの実施により、入漁の通年化を図る事で遊漁者と漁獲を増加させ漁
協運営の安定化させている取組が全国的にも高く評価された事によります。
　表彰は両陛下の御前において、西川公也農林水産大臣から
小川彰信天川村漁業協同組合長に手渡されました。この栄誉
を村民の皆様と共にお祝申し上げたいと思います。

天川村漁業協同組合は農林水産大臣賞受賞

水上歓迎パレードの様子
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　吉野郡納税貯蓄組合連合会が平成26年度中学生の「税についての作文」を募集したところ、多数
の応募がありました。本村からは、下記の２名の方の作品が、特に優秀と認められ、各賞を受賞され
ました。おめでとうございます。

中学生の「税についての作文」受賞者について

氏　　名 学校名 学年 賞　名 氏　　名 学校名 学年 賞　名

小屋香菜子さん 洞川中学校 ３年
吉野納税
貯蓄組合
連 合 会
会 長 賞

山田かずなさん 天川中学校 ２年 天川村長賞

題　名　「税とは・・・」 題　名　「税金の使い道」

　平成26年11月25日（火）奈良県社会福祉総合セ
ンターにおいて、平成26年度奈良県社会福祉大会
が開催されました。
　大会に先立ち、福祉に携わった方々の表彰式が行
われ天川村から知事表彰として社会福祉事業功労者
に中山十代一氏（洞川）ボランティア活動功労者
（団体）に天川村ボランティアこまどり（会長弓場
薫氏）が、その顕著な功績が認められ表彰されまし
た。

平成26年度奈良県社会福祉大会
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防災 てんかわ
第30回
◆ 蓄電池式 避難誘導防犯灯 ◆

　災害時に停電していても安全に避難していただけるよう各地
区の避難所周辺及び避難経路に蓄電池を内蔵したＬＥＤ防犯灯
を整備しました。
　この防犯灯は、普段は従来の防犯灯として暗くなると点灯
し、災害時など停電した際には、内蔵している蓄電池により約
12時間点灯します。光源にはＬＥＤを採用しており、従来の防
犯灯に比べ球切れが起こりにくく、維持管理の上でも機能向上
が図られます。
　蓄電池式防犯灯には、設置している電柱や鉄柱などに下記の
表示をしています
ので、みなさまの
地区でも普段から
確認しておくよう
にしましょう。

　11月30日 午前９時から北小原地内において、天川村消防団
第２分団と奈良県広域消防組合天川消防署の合同による林野火
災を想定した消火訓練を実施しました。
　訓練当日は大変寒い日でしたが天候には恵まれ、天川村消防
団から団員19名、消防車両２台、消防署からは職員６名、消防
ポンプ車１台が参加し、天の川（北小原橋付近）を水利とし
て、積載車２台と可搬式ポンプ２台、消防署の消防ポンプ車の
４連続中継により、北小原地区の高台までホースを延長し放水
を行いました。
　天川村消防団では、今後も今回のような消防署と連携した訓
練を継続的に実施し、消防技術の習得や研鑚を重ねるととも
に、いざというときに相互協力のもと円滑な消火活動が行える
よう連携を深めていきたいと考えています。

◆蓄電池式　避難誘導防犯灯を整備しました

◆林野火災合同消火訓練

蓄電池式防犯灯

避難経路の防犯灯（九尾地内）蓄電池式誘導灯の表示
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　地方税法317条の６の規定により、給与支払者は、従業員の給与所得等を記載した「給与支払い報告
書」を翌年の１月末日までに従業員が１月１日現在に住んでいる市町村に提出する義務があります。
　対象者は、専従者給与、パートやアルバイト等給与を支払ったすべての従業員です。

給与支払報告書は期限内にご提出ください
提出期限　　平成27年２月２日（月）

　平成26年中に給与の支払いを行った事業所様は、給与支払報告書を必ず提出して下さい。給与支
払報告書（個人別明細書）に、総括表を添付して役場住民課まで提出して下さい。
※１　給与支払報告書（総括表）は、事業所様宛に12月に村から送付しています。
※２　�給与支払報告書（個人別明細書）は、税務署から配布の「給与支払報告書等の作成及び提出に

ついての手引書」をご覧ください。
　　　�また、給与支払報告書（個人別明細書）が必要な場合は最寄りの税務署または、役場住民課税

務係にお問い合わせ下さい。
※３　源泉徴収票の提出方法は税務署にご確認下さい。給与支払報告書とは提出基準が異なります。

《お問合先：役場住民課　税務係　☎６３−０３２１》

会社や事業主の皆様方へ

　第47回衆議院議員総選挙が12月２日に公示され、14日に投開票が行われました。天川村開票区に
おける小選挙区・比例代表の開票結果は次のとおりです。

　◆投票総数　　　　９３０票　　　◆投票総数　　　　９３０票
　◆有効投票　　　　８８４票　　　◆有効投票　　　　８７６票
　◆候補者別得票数　　　　　　　　◆候補者別得票数
　　たのせ太道　　　６１７票　　　　幸福実現党　　　　　０票　　　社会民主党　　　　６票
　　山﨑たよ　　　　　３４票　　　　維新の党　　　　　９４票　　　日本共産党　　　３６票
　　大西たかのり　　２３３票　　　　次世代の党　　　　　３票　　　民主党　　　　１７２票
　　　　　　　　　　　　　　　　　　自由民主党　　　４５６票　　　公明党　　　　１０１票
　　　　　　　　　　　　　　　　　　生活の党　　　　　　８票

小選挙区 比例代表

　選挙人名簿　衆議院議員総選挙における選挙時登録（平成26年12月1日）
　平成26年12月1日役場会議室において選挙管理委員会が開催され、選挙人名簿の選挙時登録が行
われました。
　今回の選挙時登録による選挙人名簿者数は次の表のとおりです。

男 女 合　計
26.９.２ の選挙人名簿登録者数（定時登録） 647 765 1,412
名簿抹消者数 ５ ６ 11
名簿登録者数 ２ ５ ７
26.12.１ の選挙人名簿登録者数 644 764 1,408

選 挙 人 名 簿 の 登 録 に つ い て

給与支払報告書の提出について

平成26年12月14日執行 衆議院議員総選挙の投開票結果
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保 健 事 業 の お 知 ら せ

　臨床心理士による心の健康相談会を開催します。一人で抱えている悩みのある方、気持ちがすっきりとせず
不安のある方など、どなたでもお申込みいただけます。相談は無料で、個別相談となっておりますので、予約
制です。また、定員に達し次第受付を終了いたします。相談を希望される方は、下記までお申込みください。
　相談の内容などの秘密は、固く守られます。この機会をぜひご利用ください。

　任意予防接種であるインフルエンザ、おたふくかぜ、A型・B型肝炎、ロタウイルスなどの任意予防接種
を受けた費用を村で負担いたします。子どもたちの健康を守るため、予防接種をされた方は是非この制度を
ご利用ください。
対　象：　天川村に住所を有する15歳（中学校３年生）までの方。
方　法：　�医療機関発行の領収書及び母子手帳（予防接種の記録が確認できる物）、印鑑、振込先口座の通

帳をご持参の上、ほほえみポート天川内健康福祉課まで申請ください。
※�任意予防接種の料金を村で負担する制度です。任意予防接種については、従来通り保護者の判断により医
療機関で受けて下さい。
※任意予防接種の案内を村で行うことはありませんので、ご了承ください。

はたちの献血キャンペーン：１月１日〜２月28日
　毎年、冬季は血液が不足します。近年は特に献血者の減少がみられ、冬場の血液不足
は深刻になっています。そこで、はたちを迎える若い方を中心に献血のご協力をお願い
しています。奈良県では常に血液が不足しており、近隣の府県に血液を頼んでいるよう
な状況です。血液は、一刻をあらそう患者さんの命をつなぎます。現在の科学では、人
工的に血液を造ることはできません。みなさんの善意のご協力が、現代の医学を支え、
命をささえています。どうぞよろしくお願いします。

※献血バスの情報は、下記（ほほえみポート天川）までお気軽にお問い合わせ下さい。

　毎年好評いただいております運動機能向上教室・脳のトレーニング教室が９月から始まりました。両教室
共に、ご参加いただいている皆さんの楽しそうな笑い声が響いています。教室は３月まで毎週開催していま
す。ご興味のある方はほほえみポート天川までお問合せください。

☆心の健康相談会のご案内

◆運動機能向上教室◆
　毎週金曜日10：30〜12：00に、専門指
導員の先生の下、椅子に座った体操やスト
レッチを行います。
　体調や運動能力に
合わせて参加できま
すので、安心してご
参加ください。

◆脳のトレーニング教室◆
　週に１回の教室（金曜日）参加と、毎日の自宅教材を
使って、「脳の若返り」を目指します。教室は、お一人

約30分です。使用する教材は、簡
単な計算・読み書き・数字パズル
で、どなたにも気軽に取り組んで
頂けます。
　※毎月500円必要です。

☆任意予防接種料の公費負担制度のご案内

開催日：１月21日（水）　会　場：ほほえみポート天川
内　容：個別相談（臨床心理士の先生お１人との相談となります。）

☆はたちの献血　キャンペーン

☆脳のトレーニング教室・運動機能向上教室が始まりました！



�

閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日

　　　　　閉　　　　館　　　　日　（元旦）

閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日

　　　　　　　閉　　　　館　　　　日　（成人の日）

国保診療所・ほほえみポート天川・
ごみ収集　１月の予定表

日 曜日

国　保　診　療　所

午　前
（受付 午前8：30

〜11：00）

午　後
（受付 午後1：30

〜3：30）
（木曜日のみ午後2：00〜3：30）

ほほえみポート天川

保　　健　　事　　業

ご
み
収
集

	 1	 木	

	 2	 金	

	 3	 土	

	 4	 日	

	 5	 月	 診　　察	 診　　察		  燃　焼

	 6	 火	 診　　察	 検 査 日		  資源１

	 7	 水	 診　　察	 診　　察		

	 8	 木	 休　　診	   診察（西尾医師）		  資源２

	 9	 金	 診　　察	 診　　察		  燃　焼

	 10	 土	

	 11	 日	

	 12	 月	

	 13	 火	 診　　察	 検 査 日		  燃　焼

	 14	 水	 診　　察	 診　　察		  資源１

	 15	 木	   診察（松村医師）	  診察（西尾医師）		  不　燃

脳トレーニング教室
運動機能向上教室　10：30〜

＊医師が不在の時は、投薬できませんので、薬の切れる方は、早めに受診して下さい。

粗　大
（予約）
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閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日

閉　　　　館　　　　日

日 曜日

国　保　診　療　所

午　前
（受付 午前8：30

〜11：00）

午　後
（受付 午後1：30

〜3：30）
（木曜日のみ午後2：00〜3：30）

ほほえみポート天川

保　　健　　事　　業

ご
み
収
集

	 16	 金	 診　　察	 診　　察		  燃　焼

	 17	 土	

	 18	 日	

	 19	 月	 診　　察	 診　　察		  燃　焼

	 20	 火	 診　　察	 検 査 日		  資源１

	 21	 水	 診　　察	 診　　察	 心の健康相談会

	 22	 木	 休　　診	   診察（西尾医師）		  資源２	

	 23	 金	 診　　察	 診　　察		  燃　焼

	 24	 土	

	 25	 日	

	 26	 月	 診　　察	 診　　察		  燃　焼

	 27	 火	 診　　察	 検 査 日		  資源１

	 28	 水	 診　　察	 診　　察		

	 29	 木	 休　　診	   診察（西尾医師）		  不　燃

	 30	 金	 診　　察	 診　　察		  燃　焼

	 31	 土	

脳トレーニング教室
運動機能向上教室　10：30〜

粗　大
（予約）

見える所に貼り、ご活用下さい。

脳トレーニング教室
運動機能向上教室　10：30〜

国保診療所・ほほえみポート天川・
ごみ収集　１月の予定表

脳トレーニング教室
運動機能向上教室　10：30〜

粗　大
（予約）



11

　これまで、公的年金※を受給する方は児童扶養手当を受給できませんでしたが、平成
26年12月以降は、年金額が児童扶養手当額より低い方は、その差額分の児童扶養手当を
受給できるようになります。
　児童扶養手当を受給するためには、お住まいの市区町村への申請が必要です。
　※遺族年金、障害年金、老齢年金、労災年金、遺族補償など

　・お子さんを養育している祖父母等が、低額の老齢年金を受給している場合
　・父子家庭で、お子さんが低額の遺族厚生年金のみを受給している場合
　・母子家庭で、離婚後に父が死亡し、お子さんが低額の遺族厚生年金のみを受給している場合など

　児童扶養手当を受給するためには、お住まいの市区町村への申請が必要です。
　平成26年12月より前であっても、事前に申請が可能です。

　◆�手当は申請の翌月分から支給開始となります。ただし、これまで公的年金を受給していたことに
より児童扶養手当を受給できなかった方のうち、平成26年12月1日に支給要件を満たしている
方が、平成27年3月までに申請した場合は、平成26年12月分の手当から受給できます。

　◆平成26年12月～平成27年3月分の手当は、平成27年4月に支払われます。

今回の改正により新たに手当を受け取れる場合

新たに手当を受給するための手続き

支 給 開 始 日

平成26年12月１日から「児童扶養手当法」の一部が改正されます

＜参考：児童扶養手当の月額＞（平成26年４月〜）
　・子ども１人の場合
　　　全部支給：41,020円
　　　一部支給：41,010円〜9,680円（所得に応じて決定されます）
　・子ども２人以上の加算額
　　　２人目：5,000円、３人目以降１人につき：3,000円

大切なお知らせです！
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　南和広域医療組合では、平成28年７月の開院に向けて近鉄福神駅前にて整備が進む「（仮称）南
和広域医療組合救急病院」について、地域の皆さんに親しんでいただくために、ふさわしい名称を公
募したところ564件の応募があり、選考の結果下記のとおり決定しましたのでお知らせいたします。
　また、下記の現行２病院についても、それぞれ名称が決定しましたので併せてお知らせいたします。

記
決定名称
　南和広域医療組合　南奈良総合医療センター（仮称：救急病院）
　南和広域医療組合　五條病院（現：県立五條病院）
　南和広域医療組合　吉野病院（現：吉野町国民健康保険吉野病院）

南和広域医療組合　南奈良総合医療センター　外観イメージ

選考理由
　（1）（仮称）救急病院の名称は、下記文言を組み合わせたものです。
　　①�「南奈良」は、「南和」と同様に、奈良県の南部に所在するという地域性を表し、県外からも

所在地域を認識していただける文言
　　②�「総合」は、３つの病院を統括して、救急医療の強化、各種専門診療を担い、へき地診療所と

の連携強化、在宅医療の推進など、地域の需要に応じた総合的な医療を提供するという特徴を
表す文言

　　③�「医療センター」は、地域の診療所等と連携して地域完結型の医療を提供する医療機関を表す
文言

　（2）現行２病院（五條病院・吉野病院）の名称選考理由は下記のとおりです。
　　　地元で慣れ親しまれてきた五條病院、吉野病院の名称を承継。
　　※�「南和の医療は南和で守る」という組合の基本理念を表し、３病院の一体経営を示すため、い

ずれも当組合の名称を冠しました。
記念品
　決定した名称と完全に一致する名称の応募者はありませんでしたが、選考委員会での協議の結果、
決定名称に近い応募名称11点を選考し、応募者の方々に記念品を贈呈することといたしました。
【お問い合わせ】　南和広域医療組合　新病院名称募集担当
　　　　　　　　　〒637-0041　奈良県五條市本町３丁目１番13号　奈良県内吉野保健所２階
　　　　　　　　　☎：0747−22−1283　FAX：0747−22−1284

病院の名称決定について
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　ＪＩＣＡ（独立行政法人国際協力機構）の道路に関する研修で11月28日にケニアから天川村に研
修員が来られました。研修員は、ケニアの運輸交通省や高速道路公社等の道路に関する機関からの参
加で、近畿から四国にかけて移動し4週間研修を行いました。
　天川村での研修では、芦ノ瀬災害現場の視察と吉野土木事務所による道路規制等の道路管理に関す
る講義が行われました。講義の後は質問が飛び交い、その真剣さから国を背負っている事を感じまし
た。帰国後の皆さんのご活躍を祈っています。

天川村では、次のとおり職員を募集します。
★ 職種・採用人員　　幼稚園教諭、保育士、土木技師　若干名
★ 受験資格
　（１）・土木技師　　平成元年４月２日から平成９年４月１日までに生まれた人で土木科
　　　　　　　　　　　（専門課程）を修了、又は平成27年３月末日までに修了見込みの人
　　　　・幼稚園教諭・保育士　�昭和45年４月２日以降に生まれた人で、両免許を有する人
　　　　　　　　　　　　　　　又は、平成27年３月末日までに取得・登録見込みの人
★ 受験申込先・受付期間
　（１）申込先　　〒638－0392　奈良県吉野郡天川村大字沢谷60番地
　　　　　　　　　　　　　　　　 天川村役場総務課人事係
　（２）期　間　　平成27年１月５日（月）～１月20日（火）８：30～17：00
　　　　　　　　　（ただし、土・日曜日、祝祭日は除く、郵送の場合１月20日必着）
★ 受験手続
　（１）試験申込書は、天川村役場総務課人事係で配布します。
　　　　※インターネット・メールによる受験申込はできません。

★ 試験日時・場所
　（１）日　時　　平成27年２月１日（日）
　　　　　　　　　集合時間　午前８時40分　試験開始　午前９時
　（２）場　所　　天川村大字沢谷60番地　天川村山村開発センター
★ 問い合わせ　　天川村役場総務課人事係　☎0747－63－0321

天 川 村 職 員 募 集

ＪＩＣＡ（独立行政法人国際協力機構）研修員　来庁
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︱
５
︱
８

　

奈
良
県
医
師
会
各
主
催
部
会

　

☎
０
７
４
４
︱
22
︱
８
５
０
２

　

気
温
の
変
化
が
激
し
く
、
乾
燥
す
る
冬
に

は
さ
ま
ざ
ま
な
感
染
症
が
流
行
し
て
き
ま

す
。
最
近
で
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
少
し

ず
つ
流
行
し
て
き
て
い
ま
す
の
で
、
拡
大
を

防
ぐ
た
め
に
も
正
し
い
知
識
で
、
感
染
を
予

防
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

【
経
過
】

　

大
き
な
特
徴
と
し
て
は
、
38
℃
以
上
の
発

熱
、
頭
痛
、
関
節
痛
、
筋
肉
痛
な
ど
全
身
の

症
状
が
突
然
現
れ
ま
す
。
ま
た
、
普
通
の
風

邪
と
同
じ
よ
う
に
、
の
ど
の
痛
み
、
鼻
汁
、

咳
な
ど
の
症
状
も
み
ら
れ
ま
す
。

【
予
防
方
法
】

●
外
出
後
の
手
洗
い

●�

せ
き
を
し
て
い
る
人
に
は
近
づ
か
な
い

（
２
ｍ
程
度
以
上
あ
け
る
）

●�

不
要
不
急
の
外
出
は
避
け
る
、
人
込
み
や

繁
華
街
に
な
る
べ
く
近
寄
ら
な
い

●�

適
切
な
湿
度
の
保
つ
（
空
気
が
乾
燥
す
る

と
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
り
や
す
く
な

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

　

�

小
学
生
〜
高
校
生
の
た
め
の
春

休
み
海
外
派
遣　

参
加
者
募
集

　

�

奈
良
県
医
師
会
の
学
術
部
会
が

行
な
う
健
康
相
談
の
お
知
ら
せ

予
約
必
要

予
約
必
要
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I N F O R M A T I O N

る
の
で
、
加
湿
器
な
ど
を
使
用
し
で
き
る

か
ぎ
り
適
切
な
湿
度
〔
50
％
〜
60
％
〕
に

保
つ
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
）

●�
十
分
な
休
養
と
栄
養
を
と
り
ま
し
ょ
う

（
体
の
抵
抗
力
を
高
め
る
こ
と
に
つ
な
が

り
ま
す
）

　

�

又
万
が
一
か
か
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
で

も
、
感
染
者
自
身
の
心
遣
い
が
、
流
行
の

拡
大
を
防
ぎ
ま
す
。
是
非
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト

を
実
行
し
て
下
さ
い
。
ご
協
力
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

★
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
★

①�

咳
が
で
た
ら
、
他
の
人
に
う
つ
さ
な
い
た

め
に
マ
ス
ク
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

②�

マ
ス
ク
を
も
っ
て
い
な
い
場
合
に
は
、
テ

ィ
ッ
シ
ュ
な
ど
で
鼻
と
口
を
覆
い
、
他
の

人
か
ら
顔
を
そ
む
け
て
１
ｍ
以
上
離
れ
ま

し
ょ
う
。

③�

鼻
汁
・
痰
な
ど
を
含
ん
だ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
は

す
ぐ
に
ご
み
箱
に
捨
て
ま
し
ょ
う
。

④�

咳
を
し
て
い
る
人
に
マ
ス
ク
の
着
用
を
お

願
い
し
ま
し
ょ
う
。

【
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
っ
た
場
合
】

●�

早
め
に
医
療
機
関
へ
受
診
し
、
安
静
に
し

て
十
分
に
睡
眠
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

●�

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
活
動
を
抑
え
る
た
め

に
加
湿
器
な
ど
で
室
内
湿
度
を
50
％
〜
60

％
に
保
ち
ま
し
ょ
う
。

●�

水
分
を
十
分
に
補
い
ま
す
。
お
茶
、
ス
ー

プ
、
ジ
ュ
ー
ス
な
ど
何
で
も
よ
い
の
で
飲

み
た
い
も
の
を
飲
み
ま
し
ょ
う
。

●
加
入
や
種
別
変
更
な
ど
の
届
出

日
本
年
金
機
構
・
天
川
村

こんなとき 変更後の被保険者の種別 届　出　先

20歳になった方
学生、自営業、無職などである 第１号被保険者 市（区）役所または町村役場
厚生年金保険や共済組合等に加入している配偶者に扶養されている 第３号被保険者 配偶者のお勤め先

現在第１号
被保険者の方

就職して厚生年金保険や共済組合等に加入した 第２号被保険者 お勤め先
結婚や減収等で厚生年金保険や共済組合等に加入してい
る配偶者に扶養されるようになった 第３号被保険者 配偶者のお勤め先

現在第２号
被保険者の方

会社を退職した 第１号被保険者 市（区）役所または町村役場
退職して厚生年金保険や共済組合等に加入している配偶者
に扶養されるようになった 第３号被保険者 配偶者のお勤め先

現在第３号
被保険者の方

増収や離婚等で配偶者に扶養されなくなった
第１号被保険者 市（区）役所または町村役場配偶者が厚生年金保険や共済組合等に加入していた会社を退職した

配偶者が65歳になり第２号被保険者でなくなった
就職して厚生年金保険や共済組合等に加入した 第２号被保険者 お勤め先
配偶者が転職等で加入する年金制度が変わった 第３号被保険者 配偶者の新しいお勤め先

奈
良
県
最
低
賃
金　
時
間
額
７
２
４
円

　

（
平
成
26
年
10
月
３
日
発
効
）

　

奈
良
県
最
低
賃
金
は
奈
良
県
内
で
働
く
す

べ
て
の
人
に
適
用
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
右

記
の
産
業
に
該
当
す
る
事
業
所
で
働
く
労
働

者
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
特
定
（
産
業
別
）
最
低

賃
金
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

奈
良
労
働
局
賃
金
室

　

☎
０
７
４
２
︱
32
︱
０
２
０
６

特
定
最
低
賃
金

はん用機械器具、生産用機械器具、
業務用機械器具製造業

時間額820円
（平成26年12月27日発効）

電機関係製造業
電子部品・デバイス・電子回路、発
電用・送電用・配電用電気機械器
具、産業用電気機械器具、民生用電
気機械器具製造業

時間額818円
（平成26年12月27日発効）

自動車小売業 時間額820円
（平成26年12月27日発効）

木材・木製品・家具・装備品製造業
時間額816円
日額6527円
（平成元年１月25日発効）

　

�

国
民
年
金
こ
ん
な
と
き
は
届
出
を

① ② ③ ④

　

�

奈
良
県
特
定
最
低
賃
金
が

　

改
定
さ
れ
ま
し
た
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村営入浴施設は、１月２日・３日に臨時営業します。
　※１月２日（金）・３日（土）は、午後１時から午後５時30分受付終了

（午後６時閉館）

　・１月４日から、天の川温泉と洞川温泉は、通常営業・休館になります。
　・薬湯センターみずはの湯は、１月〜２月のみ土日祝日営業となります。
　　　　　　　　　　　　　　（詳しくは、別刷りのチラシをご覧下さい。）

ご家族お揃いで、お正月「初風呂」へ！

『いい風呂』お正月営業のお知らせ

お正月には「初風呂！」

村民みんなの財産！
　みなさまには、本年は昨年にも増してのご愛顧、一回でも多くのご利用
を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

大きなお風呂で、
ばっちりぬくもるよ〜！

あけまして
おめでとうございます
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　毎年恒例のなかよしお遊戯会を実施しました。本番まで毎日少しずつ取り組んできた遊戯や合唱、
合奏、劇などを発表しました。大勢の前で、子どもたちの胸はドッキンドッキン！
　でも、みなさんの声援や拍手のお蔭で、練習の成果をみていただくことができ、子ども達は、大き
な自信へと繋がりました。この行事を経験して、今後のいろいろな活動にも意欲をもって取り組んで
くれることでしょう。

幼稚園だより

なかよし お遊戯会

さんぽ ミッキーマウスマーチ

おまつりドッキュン！ 古　城

音楽劇「山の音楽家」
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人口　1,574人（−８）	 男　738人（−５）	 女　836人（−３）	 世帯数　716戸（−２）

27.42トン	　前月比： 91.25％　	前年同月比： 88.62％

「天川人」で取材をさせていただく方を募集しています。自薦・他薦を問いませんので、役場広報係までご連絡ください。
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02.14トン	　前月比： 46.52％　	前年同月比： 88.43％

06.02トン	　前月比：114.89％　	前年同月比： 94.01％ 01.56トン	　前月比：101.96％　	前年同月比：121.88％

　
天
川
村
の
基
幹
産
業
で
あ
る
林
業
を
支
え
続
け
て
き
た
森
林
組
合
は
設
立
か
ら
70
年
近
く
が

た
ち
ま
す
。
現
在
、
林
業
は
木
造
建
築
住
宅
の
減
少
や
、
外
国
産
の
木
材
の
台
頭
に
よ
る
価
格

の
低
迷
、
就
労
者
の
高
齢
化
問
題
等
の
要
因
が
重
な
り
、
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
し

か
し
な
が
ら
、
新
聞
等
報
道
で
若
者
の
林
業
へ
の
従
事
支
援
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
徐
々
に
で
は

あ
り
ま
す
が
林
業
に
対
す
る
関
心
は
高
ま
っ
て
き
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

　
そ
こ
で
今
回
の
天
川
人
で
は
天
川
村
森
林
組
合
長 

永
田
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

天
川
村
森
林
組
合　

組
合
長

永え
い　

田だ　

晶あ
き　

三ぞ
う 

さ
ん

林
業
の
後
継
者
問
題

　

一
時
は
絶
望
的
な
状
況
で
し
た
が
、
国
の
施
策
と
し
て
「
緑
の
雇
用
」
が
始
ま
り
若
い
後
継
者
が
育
つ
道
筋
が
で
き
て
き
た
と

思
い
ま
す
。
こ
の
施
策
は
、
林
業
未
経
験
者
に
働
き
な
が
ら
で
き
る
講
習
を
行
い
、
機
械
の
取
り
扱
い
の
資
格
や
木
の
切
り
方
等

林
業
に
関
す
る
知
識
を
学
ぶ
事
が
で
き
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
求
人
に
関
し
て
も
全
国
的
な
説
明
会
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
は
、
講
師
の
派
遣
や
雇
用
と
教
育
に
対
す
る
助
成
金
制
度
が
あ
り
、
こ
れ
ら
も
活
用
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

森
林
の
保
全
と
今
後
の
間
伐
の
あ
り
方

　

木
は
放
置
す
る
と
大
き
く
な
り
す
ぎ
て
、
日
光
が
地
面
に
届
か
な
く
な
り
ま
す
。
そ
う
な
る
と
植
物
が
育
た
ず
保
水
力
が
な

く
な
り
、
山
崩
れ
の
原
因
に
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
必
ず
５
年
か
ら
10
年
の
間
に
間
引
き
（
間
伐
）
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
一
度
人
工
林
に
し
た
以
上
は
最
後
ま
で
人
が
関
わ
ら
な
け
れ
ば
逆
に
自
然
破
壊
を
引
き
起
こ
し
て
し
ま
い
ま
す
。
定
期
的

な
間
伐
に
よ
り
、
山
を
保
全
す
る
の
が
理
想
で
す
が
、
間
伐
が
追
い
付
か
な
い
現
実

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
は
間
伐
作
業
は
で
き
ず
、
経
済
的
な
面
、

少
な
く
と
も
間
伐
費
用
は
補
え
る
体
制
が
必
要
と
思
い
ま
す
。
国
、
県
、
市
町
村
の

補
助
金
が
あ
り
ま
す
が
、
無
制
限
で
は
な
い
の
で
地
道
に
効
率
よ
く
行
わ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
こ
の
山
林
を
健
全
に
保
つ
事
が
林
業
の
使
命
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
活
動

　

木
の
価
格
は
、
北
米
や
ロ
シ
ア
な
ど
と
の
競
争
が
厳
し
く
価
格
が
上
が
る
こ
と
は

期
待
で
き
ま
せ
ん
。
日
本
の
林
業
は
雨
の
多
さ
や
山
の
急
峻
さ
な
ど
の
気
候
や
作
業

環
境
の
面
で
、
外
国
の
林
業
と
比
べ
て
不
利
な
条
件
下
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
現
状
の
厳
し
い
状
態
は
な
か
な
か
変
わ
ら
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
れ
故
、

与
え
ら
れ
た
状
況
の
中
で
い
か
に
対
処
し
て
い
く
か
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
を
や

れ
ば
一
発
解
決
と
い
う
事
は
あ
り
ま
せ
ん
。
木
を
育
て
る
よ
う
に
長
期
に
、
そ
し
て

地
道
に
出
来
る
事
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。


